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◆
基
調
講
演
◆

●
中
退
で
生
涯
、
不
利
益

　

初
め
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
催
＝
学

研
教
育
み
ら
い
・
大
堀
精
一
が
、
今

年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
位
置
づ
け
と
、

高
校
関
係
参
加
者
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
独
立

行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
特
任
フ
ェ
ロ
ー
・
小
杉
礼
子
氏
に

よ
る
基
調
講
演
「
大
学
進
学
後
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
る
―
大
学
中

退
問
題
を
中
心
に
―
」
で
ス
タ
ー
ト
。

　

大
学
・
短
大
・
高
専
の
中
退
者
は

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の

後
の
キ
ャ
リ
ア
は
困
難
を
極
め
る
。

　

小
杉
氏
は
各
種
調
査
に
加
え
、
厚

生
労
働
省
「
21
世
紀
成
年
者
縦
断
調

査
」
を
報
告
。
２
０
０
２
年
に
20
代

だ
っ
た
人
を
14
年
ま
で
継
続
調
査
し

た
と
こ
ろ
、「
中
退
者
は
最
初
の
仕
事

を
得
る
の
に
時
間
が
か
か
り
」、「
中

退
者
の
6
割
前
後
が
一
度
も
正
社
員

を
経
験
し
て
お
ら
ず
、
特
に
女
性
で

比
率
が
高
い
」
な
ど
の
結
果
だ
っ
た
。

ま
た
大
学
・
大
学
院
中
退
者
の
「
時

間
当
た
り
収
入
」
は
卒
業
者
の
約
7

割
で
、
収
入
差
は
長
期
に
及
ぶ
。

　

大
学
中
退
者
は
各
種
調
査
か
ら
、

女
性
よ
り
男
性
、
国
立
よ
り
私
立
、

特
に
「
入
り
や
す
い
大
学
」
に
多
い
。

ま
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
「
大

学
等
を
中
途
退
学
さ
れ
た
方
の
働
き

方
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、

「
2
年
時
と
4
年
時
」
に
多
く
、
在

学
生
全
体
の
学
部
・
専
攻
比
率
か
ら

見
る
と
「
理
・
工
・
農
、
人
文
科
学

系
」
に
多
か
っ
た
。
中
退
理
由
の
最

多
は「
学
業
へ
の
興
味
関
心
の
欠
如
」。

特
に
理
系
は
「
学
業
不
振
・
無
関
心
」

が
目
立
つ
。
人
文
科
学
・
教
育
系
は

「
家
庭
・
経
済
的
理
由
」
が
多
い
。

　
「
中
退
時
の
悩
み
」
で
は
「
求
職

活
動
・
仕
事
」
が
最
も
多
く
、
自
由

回
答
に
も
「
大
学
の
就
活
の
流
れ
か

ら
完
全
に
は
み
だ
し
た
の
で
不
安
が

大
き
か
っ
た
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

以
上
か
ら
小
杉
氏
は
「
大
切
な
の

は
中
退
し
な
い
進
路
選
択
。
大
学
の

授
業
や
学
問
へ
の
興
味
関
心
と
同
時

に
、
勉
学
に
つ
い
て
い
け
る
基
礎
学

力
も
大
事
で
す
」
と
指
摘
。「
学
業
継

続
を
可
能
に
す
る
大
学
選
び
や
、
中

退
し
た
時
に
、
外
部
の
就
労
支
援
機

関
に
つ
な
げ
る
の
も
大
切
」
と
語
る
。

　

そ
し
て
「
誰
か
が
大
人
に
し
な
け

れ
ば
。
世
間
知
を
知
り
、
他
者
と
交

渉
し
、
自
分
の
身
を
守
れ
る
生
徒
を

育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
結
ん
だ
。

◆
大
学
の
部
◆

●
主
体
的
な
学
習
に
向
け
て

　

大
学
の
部
は
、
京
都
大
学
高
等
教

育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
溝
上

慎
一
教
授
に
よ
る
「
主
体
的
な
学
習

か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
理

解
す
る
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

キャリア教育から授業改善へ
多様な「共有」の姿
　８月８日・９日、メルパルク京都で高校教育フォーラム2015が行われた。前
身の「高校教諭のためのシンポジウム」から５回目の今回、エントリーは全国から
２８４人。「キャリア教育の実践から共有へ」をテーマとした２日間を追った。

特集　高校教育フォーラム2015

労働政策研究・研修機構
特任フェロー 小杉礼子 氏

●特集　高校教育フォーラム 2015

功
教
授
が
「
地
域
で
の
学
び
と
地
域

で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
」
を
講

義
。日
本
文
理
大
学
は
文
科
省
の「
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」（CO

C

）

に
採
択
さ
れ
、「
お
お
い
た
、
つ
く
り

び
と
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
。

　

大
分
は
少
子
化
が
進
み
、
様
々
な

地
域
課
題
を
抱
え
て
い
る
も
の
の
、

製
造
業
も
多
く
産
業
構
造
の
バ
ラ
ン

ス
は
い
い
。
だ
が
地
元
出
身
の
学
生

ほ
ど
そ
の
「
魅
力
」
を
知
ら
な
い
。

そ
こ
で
大
学
で
は「
地
域
志
向
科
目
」

を
大
幅
に
増
や
す
学
修
サ
イ
ク
ル
を

確
立
。
初
年
次
は
「
地
域
で
の
体
験

活
動
」
で
「
気
づ
き
」
を
引
き
出
す
。

　

例
え
ば
「
四
季
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
学
生
た
ち
は
山
に
入
り
、
林

業
従
事
者
の
声
を
聴
き
、「
仕
事
の

や
り
が
い
や
意
義
」「
生
態
系
を
丸

ご
と
保
全
す
る
大
切
さ
」
を
体
感
す

る
。「
学
生
た
ち
の
人
間
力
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
ス
キ
ル
は
確
実
に
上
が
り
ま

す
。
リ
ア
ル
な
社
会
問
題
や
本
物
に

出
会
い
、
他
人
事
が
自
分
事
に
な
る
。

や
り
た
い
こ
と
を
社
会
的
意
義
か
ら

捉
え
直
す
視
点
も
生
ま
れ
ま
す
」。

　

教
員
は
「
振
り
返
り
」
で
学
生
か

ら
何
か
を
「
引
き
出
す
」
こ
と
が
大

事
。
高
校
で
の
課
題
研
究
や
地
域
研

究
に
も
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

●
好
奇
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

　

最
後
に
首
都
大
学
東
京
大
学
院
理

工
学
研
究
科
・
福
田
公
子
准
教
授
が

「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
入
試
と
自
主
研
究
―

興
味
探
索
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
導
く
自

主
性
―
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
入
試
は
基
本
的
な
学

力
は
有
し
つ
つ
、
一
般
入
試
で
掬
い

取
れ
な
い
、「
好
奇
心
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
」
を
持
つ
受
験
生
を
求
め
る

も
の
。
６
月
・
７
月
・
９
月
の
「
高

校
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
受
講
が
出
願

条
件
に
な
る
。「
面
白
い
の
は
生
徒

も
私
た
ち
を
選
ぶ
こ
と
」
と
福
田
准

教
授
。
課
題
研
究
や
Ａ
Ｌ
で
自
ら
考

え
る
経
験
を
積
ん
だ
生
徒
は
有
利
だ
。

　

後
半
で
福
田
准
教
授
は
「
自
主
研

究
」
や
高
大
連
携
で
の
「
課
題
研
究
」

を
紹
介
。
現
在
、
埼
玉
と
東
京
の
高

校
が
合
同
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、

「
合
同
は
い
い
。
絶
対
負
け
た
く
な

い
と
競
争
し
ま
す
」
と
効
果
大
だ
。

　

最
後
に
「
4
年
で
の
中
退
は
主
体

性
が
な
い
た
め
。
高
校
で
ぜ
ひ
主
体

性
を
！
」。
パ
ワ
ー
と
ユ
ー
モ
ア
に

溢
れ
る
語
り
口
に
、
会
場
は
終
始
、

興
奮
気
味
だ
っ
た
。

●
会
場
で
も
Ａ
Ｌ
を
展
開
！

京都大学高等教育研究開発推進センター
溝上慎一 教授

日本文理大学工学部・人間力育成センター長
吉村充功 教授

首都大学東京大学院理工学研究科
福田公子 准教授

　
「
主
体
的
な
学
習
」
と
は
、「
行
為

者
（
主
体
）
が
課
題
（
客
体
）
に
進

ん
で
働
き
か
け
て
取
り
組
ま
れ
る
学

習
」
で
、
大
学
の
学
び
に
不
可
欠
だ
。

　

主
体
的
な
学
習
は「
課
題
依
存
型
」

→
「
自
己
調
整
型
」
→
「
自
己
物
語

型
」
と
い
う
三
層
で
深
化
す
る
。
最

後
の
「
自
己
物
語
型
の
主
体
的
な
学

習
」
は
、「
自
分
は
何
の
た
め
に
学

ぶ
の
か
時
間
的
な
流
れ
を
組
み
込
み
、

学
習
の
意
味
を
考
え
て
課
題
に
取
り

組
む
」
こ
と
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
自
己
」。

「
高
校
時
代
か
ら
自
分
の
『
過
去
』

と
『
将
来
』
を
つ
な
げ
学
習
を
深
め

る
作
業
が
必
要
で
す
」
と
溝
上
教
授
。

　

一
方
、
学
校
教
育
の
目
的
は
「
力

強
く
社
会
生
活
を
営
め
る
生
徒
の
育

成
」。
現
代
は
知
識
を
実
社
会
・
日

常
生
活
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

活
用
し
、
他
者
と
関
わ
る
社
会
性
が

欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
を
育
む
の
が

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｌ
）。

　

溝
上
教
授
は
Ａ
Ｌ
を
「
一
方
向
的

な
知
識
伝
達
型
講
義
を
聴
く
〈
受
動

的
〉
学
習
を
乗
り
越
え
る
、
あ
ら
ゆ

る
能
動
的
な
学
習
」「
書
く
・
話
す
・

発
表
す
る
等
の
活
動
へ
の
関
与
と
、

そ
こ
で
生
じ
る
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
外

化
を
伴
う
も
の
」
と
定
義
。
Ａ
Ｌ
は

「
課
題
依
存
型
の
主
体
的
学
習
」
だ

が
、「
Ａ
Ｌ
で
も
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

（
学
校
か
ら
仕
事
・
社
会
へ
の
移
行
）

を
意
識
し
、
学
習
を
深
化
さ
せ
る
の

が
大
事
で
す
」
と
説
い
た
。

●
他
人
事
か
ら
『
自
分
事
』
へ

　

続
い
て
日
本
文
理
大
学
工
学
部
・

人
間
力
育
成
セ
ン
タ
ー
長
の
吉
村
充
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

会
場
の
先
生
方
も
小
グ
ル
ー
プ
で
各

大
学
人
へ
の
質
問
を
議
論
。
最
後
に

２
人
が
発
表
す
る
Ａ
Ｌ
も
行
わ
れ
た
。

　

例
え
ば
「
地
域
を
相
対
化
す
る
視

点
は
？
」
と
の
問
い
に
吉
村
教
授
は
、

「
同
じ
県
内
の
異
な
る
地
域
を
見
る

だ
け
で
違
い
が
わ
か
り
ま
す
。
講
義

で
学
ん
で
地
域
で
展
開
す
る
、
逆
向

き
の
や
り
方
も
あ
り
ま
す
」
と
回
答
。

　

ま
た
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
入
試
の
評
価

は
先
生
方
で
一
致
し
て
い
る
か
？
」

に
福
田
准
教
授
は
、「
成
績
中
位
層

は
多
少
分
か
れ
ま
す
が
、
全
体
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

　

一
方
、「
主
体
的
な
学
習
の
自
己
物

語
化
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
？
」

に
溝
上
教
授
は
、「
教
科
学
習
で
も

将
来
を
踏
ま
え
、
自
己
の
物
語
に
つ

な
げ
て
い
く
の
が
大
事
」
と
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

◆　

　

8
月
9
日
は
長
崎
原
爆
の
日
で
あ

る
。
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
11
時

２
分
、
参
加
者
全
員
で
黙
祷
し
た
。

発
声
は
昨
年
登
壇
い
た
だ
い
た
、
長

崎
県
教
育
セ
ン
タ
ー
の
舟
越
裕
先
生
。

「
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
80
歳
を
超

え
る
な
か
、
被
爆
体
験
を
い
か
に
継

承
し
て
い
く
の
か
が
大
き
な
課
題
で

す
」「
未
来
志
向
の
平
和
学
習
を
進
め

る
た
め
、
Ａ
Ｌ
も
行
わ
な
け
れ
ば
」。

　

舟
越
先
生
の
言
葉
に
、
会
場
の
先

生
方
も
思
い
を
新
た
に
し
た
。

　

村
上
育
朗
先
生
の
特
別
企
画
後
、

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

入
る
。「
参
集
さ
れ
た
先
生
方
、
地

域
を
越
え
て
、
熱
く
語
り
合
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
主
催
者
を
代
表
し
て
、

上
村
直
之
（
学
研
教
育
み
ら
い
・
学

力
開
発
事
業
部
長
）
が
挨
拶
し
た
。

◆
高
校
の
部
◆

●
自
主
自
律
の
実
現
に
単
位
制

　

次
に
高
校
の
部
。
ま
ず
「
実
践
レ

ポ
ー
ト
」
で
は
、「
本
校
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
を
北
海
道
札
幌
旭
丘
高
校
の

細
田
季
男
先
生
が
報
告
し
た
。

　

札
幌
旭
丘
高
校
で
は
04
年
の
単
位

制
の
導
入
を
機
に
、
21
世
紀
「
進
学

A
D
V
A
N
CE

構
想
」を
掲
げ
た
。「
課

題
や
現
象
の
本
質
を
き
ち
ん
と
受
け

止
め
、
未
来
志
向
で
物
事
を
展
望
す

る
と
と
も
に
、
大
学
合
格
へ
の
確
か

な
実
力
と
学
問
研
究
へ
の
興
味
関
心

や
幅
広
い
教
養
の
育
成
を
目
指
し
て

ほ
し
い
と
の
思
い
で
す
」。

　

生
徒
は
14
教
科
１
７
１
講
座
か
ら

科
目
を
選
択
す
る
。生
徒
の
自
主
性
・

自
律
性
を
涵
養
す
る
の
が
「
時
間
割

作
成
」。
生
徒
の
希
望
を
実
現
す
べ

く
、
Ｈ
Ｒ
担
任
二
人
が
面
接
（
ガ
イ

ダ
ン
ス
）
を
複
数
回
行
う
。「
と
こ

と
ん
付
き
合
い
ま
す
」
と
細
田
先
生
。

　

科
目
選
択
に
影
響
を
与
え
る
の
が
、

総
合
学
習
「Sunrise T

im
e

」。
1

年
次
は
大
学
入
試
シ
ス
テ
ム
研
究
か

ら
始
ま
り
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

作
成
、
2
年
次
以
降
は
志
望
系
統
に

応
じ
た
ゼ
ミ
に
所
属
し
つ
つ
個
人
課

題
研
究
を
行
う
。

　

こ
の
他
、「
出
前
講
義
（
学
問
研
究

会
）」
や
「
大
学
で
の
ノ
ー
ト
テ
イ

キ
ン
グ
技
法
」
な
ど
、
大
学
で
の
学

び
に
つ
な
が
る
実
践
も
報
告
さ
れ
た
。

●
そ
し
て
、
授
業
改
善
へ

　
「
城
南
高
校
で
あ
る
た
め
に
変
わ

り
続
け
る
、
そ
れ
を
や
っ
て
き
ま
し

た
」。
こ
う
切
り
出
し
た
の
は
、
福

岡
県
立
城
南
高
校
主
幹
教
諭
・
下
田

浩
一
先
生
。「
城
南
高
校
が
目
指
す

キ
ャ
リ
ア
教
育　

ド
リ
カ
ム
プ
ラ
ン

の
変
遷
と
今
」
の
報
告
で
あ
る
。

　

94
年
、
1
学
年
担
任
団
の
危
機
感

で
始
ま
っ
た
ド
リ
カ
ム
プ
ラ
ン
。
学

習
意
欲
を
高
め
る
「
生
徒
主
体
の
進

路
活
動
」
で
国
公
立
大
合
格
者
は
飛

躍
的
に
伸
び
た
。
だ
が
教
職
員
の
大

量
異
動
や
シ
ス
テ
ム
疲
労
な
ど
環
境

が
変
化
。
05
年
に
福
岡
県
重
点
課
題

キ
ャ
リ
ア
教
育
領
域
研
究
指
定
を
受

け
た
年
、「
存
続
の
危
機
」
に
あ
っ
た
。

　

下
田
先
生
は
こ
の
年
同
校
に
赴
任
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
研
究
委
員
会
委
員
長

を
任
さ
れ
た
。
熟
議
の
結
果
、
ド
リ

カ
ム
プ
ラ
ン
は
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
に
ス
リ
ム
化
。
そ
の
後
2
年

が
か
り
で
「
城
南
高
校
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
を
再
構
築
。
部
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
た
先
生
の
「
部
活
動
も

キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
の
言
葉
に
、
多

く
の
先
生
方
が
「
合
点
が
い
っ
た
」。

「
全
て
の
学
校
活
動
が
キ
ャ
リ
ア
教

北海道札幌旭丘高校
細田季男 先生

福岡県立城南高校主幹教諭
下田浩一 先生

教育未来研究会「そうぞう」
村上育朗 先生
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か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、「
5
教
科

型
の
受
験
と
後
期
ま
で
受
け
き
る
指

導
」を
展
開
。県
外
の
国
公
立
大
に
目

を
向
け
て
合
格
す
る
生
徒
も
増
え
た
。

　

課
題
の
一
つ
が
「
年
齢
構
成
」。

50
歳
代
の
先
生
が
多
く
、
4
～
5
年

後
に
は
職
員
構
成
が
大
き
く
変
化
す

る
。
大
前
先
生
は
「
様
々
な
ノ
ウ
ハ

ウ
の
継
承
と
と
も
に
、
成
長
し
た
生

徒
か
ら
学
び
、
先
生
方
を
巻
き
込
む

進
路
指
導
を
！
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
「
被
災
地
の
学
校
で
考
え

た
こ
と
」
を
語
っ
た
の
が
、
福
島
県

立
相
馬
高
校
の
武
内
義
明
先
生
。
武

内
先
生
は
生
徒
と
共
に
「
相
馬
高
新

聞
」
を
編
集
し
て
き
た
。
大
震
災
後

は
、「
冷
静
に
な
ろ
う
」「
被
災
地
に

あ
る
の
は
『
真
実
』
で
な
く
、
複
雑

で
多
面
的
な
『
事
実
』。
そ
れ
を
積

み
重
ね
る
こ
と
が
大
事
」
と
呼
び
か

け
て
き
た
。
震
災
38
日
後
に
新
聞
発

行
を
再
開
。「
読
み
手
（
生
徒
）
を

励
ま
す
も
の
」
を
心
が
け
る
。

　

親
も
子
も
地
元
志
向
が
強
か
っ
た

が
、
大
震
災
で
従
来
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
が
見
え
な
く
な
っ
た
。「
ふ
る
さ

と
と
は
、
自
分
が
生
ま
れ
た
土
地
か

ら
と
れ
た
食
材
を
う
ま
い
と
感
じ
ら

れ
る
こ
と
。
こ
れ
が
全
部
ダ
メ
に
な

り
ま
し
た
」。
3
年
前
か
ら
は
生
徒

か
ら
「
な
ぜ
学
ぶ
の
？
」「
な
ぜ
仕

事
に
就
く
の
？
」「
な
ぜ
、
生
き
る

の
？
」と「
な
ぜ
？
」
が
溢
れ
出
て
き

た
。
価
値
観
が
崩
壊
し
た
た
め
、
作

り
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
唯
一
問
わ
れ
な
か
っ
た

の
が
、「
し
あ
わ
せ
に
な
る
こ
と
」。

「
誰
も
が
し
あ
わ
せ
を
求
め
る
権
利

が
あ
る
。
大
学
で
も
仕
事
で
も
、
自

ら
選
ん
だ
こ
と
が
し
あ
わ
せ
に
結
び

つ
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
ね
、
そ
の
代

わ
り
他
人
の
し
あ
わ
せ
に
文
句
を
言

う
な
、
と
厳
し
く
言
っ
て
い
ま
す
」。

　

今
、
武
内
先
生
が
大
切
に
し
て
い

る
の
は
、「
流
浪
し
な
い
よ
う
に『
根
』

を
作
る
こ
と
」「
地
域
、
人
を
支
え

る
こ
と
が
『
し
あ
わ
せ
』
と
感
じ
ら

れ
る
感
性
の
再
生
」「
い
つ
で
も
発
信

で
き
る
表
現
力
」
と
「
他
と
連
帯
で

き
る
協
調
性
」の
育
成
で
あ
る
。淡
々

と
語
ら
れ
る
言
葉
の
重
さ
と
深
さ
に
、

私
た
ち
は
強
く
、
心
を
打
た
れ
た
。

●
ど
う
、
共
有
す
る
か

　

最
後
は
、
高
松
第
一
高
校
・
片
山

浩
司
先
生
、
茨
城
県
立
取
手
松
陽
高

校
・
渡
辺
隆
文
先
生
、
大
分
県
立
爽

風
館
高
校
（
3
部
制
）・
太
田
恭
二

先
生
、
本
誌
・
大
堀
精
一
に
よ
る
パ

育
」
と
い
う
理
念
が
共
有
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
09
年
度
に
将
来
構
想
委
員

会
を
設
置
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
国
際
社
会

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
科
学
的
な
態
度
を
育
て
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
）を
打
ち
出
し
、ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ

Ｈ
）
１
期
の
指
定
を
受
け
る
。

　

現
在
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
２
期
目
で
「
授
業

改
善
」
に
取
り
組
む
。「
じ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
形
を
作
っ
て
い
ま

す
」
と
下
田
先
生
。
会
場
で
は
ド
リ

カ
ム
プ
ラ
ン
立
役
者
の
一
人
、
福
岡

県
教
育
セ
ン
タ
ー
の
和
田
美
千
代
先

生
が
質
問
に
答
え
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
「
現
場
」
で

　

続
く
「
高
校
現
場
か
ら
の
報
告
」

で
は
、
ま
ず
広
島
市
立
舟
入
高
校
の

大
前
千
恵
先
生
が
、「
舟
入
高
校
2

年
目
の
挑
戦
」
を
報
告
し
た
。

　

舟
入
高
校
で
は
国
公
立
大
学
へ
の

進
学
希
望
が
大
半
の
一
方
、
女
子
、

文
系
の
比
率
が
高
く
、
地
元
志
向
も

強
か
っ
た
。
そ
こ
で「
惜
し
い
舟
入
」

�

村
上
育
朗
vs
若
手
高
校
教
員

　

村
上
育
朗
先
生
と
登
壇
し
た
の
は
、

島
根
県
立
江
津
高
校
の
門
脇
勤
先
生

と
岡
山
県
立
津
山
高
校
の
野
㟢
拓
司

先
生
。
門
脇
先
生
は
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
は
以
前
か
ら
の
『
生
涯
教
育
』
に

連
な
る
。
人
と
し
て
の
生
き
方
、
あ

り
方
を
考
え
る
も
の
」。
１
年
生
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
と
し
て
、
総
合

学
習
で
地
元
の
石
州
瓦
を
テ
ー
マ
に

「
瓦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
中
。「
自

分
で
問
い
を
立
て
て
考
え
、
課
題
を

考
え
る
授
業
」
を
模
索
。

　

一
方
、
野
㟢
先
生
は
「
一
度
き
り

の
人
生
を
い
か
に
生
き
て
死
ぬ
の
か

が
キ
ャ
リ
ア
教
育
」。
前
任
の
夜
間

定
時
制
高
校
で
は
、「
社
会
に
通
用

す
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
大
切

さ
」「
生
徒
の
知
的
好
奇
心
は
従
来

型
授
業
で
喚
起
で
き
な
い
」
な
ど
、

生
徒
か
ら
教
え
ら
れ
る
日
々
だ
。

　

そ
し
て
村
上
先
生
。「
常
に『
問
い
』

を
投
げ
か
け
る
」「
生
簀
教
育
に
し

な
い
」。
授
業
で
は
「
既
知
の
も
の

を
未
知
の
も
の
に
す
る
大
切
さ
」
を

訴
え
た
。

特別
企画
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ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

司
会
は
私
（
福
永
）
が
務
め
た
。

　

今
回
も
実
践
を
中
心
に
見
る
。
ま

ず
高
松
第
一
高
校
。
同
校
で
は
約
10

年
前
か
ら
、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
中
心
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展

開
し
て
き
た
。例
え
ば
1
年
次
の「
職

業
研
究
」。
20
数
業
種
の
企
業
人
・

社
会
人
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
生
徒
は

就
活
さ
な
が
ら
に
３
か
所
の
ブ
ー
ス

を
回
る
。
目
的
は
「
視
野
を
広
げ
る

こ
と
」。
２
年
次
は
学
部
学
科
研
究

を
行
い
、
課
題
研
究
に
入
る
。

　

ま
た
普
通
科
７
ク
ラ
ス
の
う
ち
、

特
別
理
科
コ
ー
ス
と
国
際
文
科
コ
ー

ス
で
は
、
関
東
の
研
究
機
関
や
企
業
、

大
学
を
訪
問
し
た
り
、
海
外
で
の
ホ�

ー
ム
ス
テ
イ
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
に

視
野
を
広
げ
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
授
業
改
善
。
同
校
で
も
Ｓ

Ｓ
Ｈ
２
期
で
本
格
的
に
取
り
組
む
。

物
理
や
化
学
で
の
Ａ
Ｌ
の
模
様
も
紹

介
さ
れ
、「
生
徒
が
身
に
付
け
た
力

は
非
常
に
大
き
い
」
と
語
っ
た
。

　

次
に
渡
辺
先
生
は
、
前
任
校
の
茨

城
県
立
竜
ケ
崎
第
一
高
校
で
の
実
践

を
語
っ
た
。
渡
辺
先
生
は
08
年
1
学

年
主
任
時
、
創
立
１
１
０
周
年
の
3

年
後
を
見
据
え
た
「D

ream
2010

」

を
掲
げ
、
導
入
期
指
導
「
Ｒ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
や
教
員
に
よ
る
「
筑
波
大
学

研
究
委
員
会
」
等
を
実
施
。
難
関
国

公
立
大
進
学
者
が
大
幅
に
増
え
た
。

　

11
年
3
月
の
国
公
立
大
後
期
試
験

で
は
、
大
震
災
に
遭
遇
し
た
生
徒
も

い
た
が
、「
一
日
で
大
人
に
な
っ
て

帰
っ
て
き
ま
し
た
」。
今
も
被
災
地

と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

最
後
に
太
田
先
生
も
前
任
校
の
大

分
県
立
大
分
豊
府
高
校
で
の
実
践
を

報
告
。
同
校
が
09
年
に
中
高
一
貫
校

一
期
生
を
受
け
入
れ
る
の
に
あ
た
り
、

「
内
進
生
と
高
校
か
ら
の
新
入
生
の

融
和
」
を
行
う
べ
く
、
太
田
先
生
が

08
年
に
総
合
学
習
主
任
、
09
年
に
１

学
年
主
任
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
総
合
学
習
の
理
念
は

「
自
分
と
社
会
を
理
解
し
、
キ
ャ
リ

ア
を
構
想
す
る
こ
と
」。こ
こ
を
ベ
ー

ス
に
、「
言
語
の
獲
得
に
よ
る
情
報

収
集
と
表
現
力
向
上
」
を
重
視
。
県

の
専
門
家
に
よ
る
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
や

グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
手
法

も
入
れ
、1
年
次
は
「
新
聞
づ
く
り
」

や
「
職
業
講
演
会
」「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」、

2
年
次
は
「
地
域
研
究
と
英
語
で
の

プ
レ
ゼ
ン
」、「
豊
府
大
学
（
学
部
学

科
研
究
）」
等
を
行
っ
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
「
共
有
」
は
ど

う
か
。
例
え
ば
太
田
先
生
。
担
任
の

負
担
を
軽
減
す
べ
く
「
総
合
学
習
チ�

ー
ム
」
を
募
り
、
企
画
・
準
備
を
一

元
化
。「
ア
イ
デ
ア
も
豊
富
で
楽
し
か�

っ
た
で
す
」。だ
が
校
内
は
「
実
績
の

た
め
授
業
を
」
の
声
が
根
強
か
っ
た
。

　

片
山
先
生
も
「
温
度
差
」
を
指
摘

し
つ
つ
、「
理
数
系
の
先
生
方
は
デ
ー

タ
に
弱
い
。
ど
う
伸
び
る
の
か
を
示

す
と
、
必
要
性
を
共
有
で
き
ま
す
」

と
説
得
材
料
の
大
切
さ
を
語
っ
た
。

　

一
方
、
渡
辺
先
生
は
「
管
理
職
の

理
解
は
大
き
い
。
ま
た
模
試
の
成
績

が
伸
び
た
な
ど
、
プ
チ
成
功
体
験
も

大
事
で
す
。
た
だ
し
、
時
に
は
『
引

く
こ
と
』
も
必
要
で
す
」
と
述
べ
た
。

　

今
回
は
進
路
多
様
校
の
生
徒
の
状

況
も
話
し
合
わ
れ
た
。
現
在
、
定
時

制
高
校
に
勤
務
す
る
太
田
先
生
は

「
生
徒
の
多
く
が
家
庭
で
認
め
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
無
理
な
ア
ル
バ
イ

ト
も
『
自
分
が
必
要
と
認
め
ら
れ
て

い
る
』
と
続
け
て
し
ま
う
。
知
っ
て

い
る
世
界
も
狭
い
。
高
校
で
学
ぶ
意

味
を
伝
え
、
な
ん
と
か
社
会
に
つ
な

げ
た
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
渡
辺
先

生
も
「
高
校
で
は
中
学
校
の
授
業
を

知
ら
ず
に
授
業
を
押
し
付
け
て
い
る
。

中
高
連
携
が
必
要
で
す
」
と
指
摘
。

　

先
述
の
「
世
間
知
」
も
含
め
、
ど

う
、
生
徒
の
学
び
を
社
会
へ
と
つ
な

げ
る
の
か
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ

が
よ
り
、
重
層
的
に
問
い
直
さ
れ
て

き
た
と
言
え
る
。
来
年
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
８
月
６
・
７
日
に
開
か
れ
る
。

�

（
構
成
・
文
／
福
永
文
子
）

高松第一高校
片山浩司 先生

茨城県立取手松陽高校
渡辺隆文 先生

大分県立爽風館高校（3部制）
太田恭二 先生


